
社会福祉法人 仁摩福祉会

障害者雇用のきっかけについて教えてください。

障害者雇用にあたって意識していることや工夫していることに
ついて教えてください。

障害に対して理解しづらい部分があっても認め合えるよう
障害に対する理解を深めるための勉強会を開催したり、支援
機関等に協力をお願いしたりして問題を放置しないようにし
ている。また障害者の方の適性や能力を発揮できる仕事を模
索し、必要に応じて業務の変更等行っている。また特性に応
じた分かりやすい手順書の作成に取り組んでいる。

これから障害者雇用に取り組む企業に対しメッセージをお願いします。

一人目の雇用の際は不安があった。ちゃんと仕事をして
くれるのか、職員たちとうまくやっていけるのか・・・な
ど。だが、雇用してみると、支援機関のサポートが非常に
充実していたので問題が生じてもすぐに相談ができ、解決
につながった。
あ雇用する際には、現在の業務の洗い出しを行い、業務を
細分化して、障害者の適性や能力に合う業務を切出すこと
ができれば、その仕事を障害者の方にお任せすることに
よって、企業の生産性の向上につながります。まず一歩を
踏み出しましょう！

就労中の障がい者

就労中の障がい者

就労中の障がい者

石橋理事長

養護学校から実習生を受け入れた。その学生
は寄宿舎生活であったが、卒業後は地元に戻り
就職したいとの希望があった。地域で頑張りた
い人を雇用することも、当法人の理念である地
域福祉の増進につながると考えたため。

・所在地
大田市仁摩町仁万８４３

・労働者の人数（うち障害者の人数）
186名（7名）

・事業内容、特長・強み
高齢者介護、保育園や放課後児童クラブ等、地域
に密着したサービスを展開。みなさんの生活を支
えています。

・大切にしていること
多様な個性や価値観を受容・尊重し、一人ひとり
がその適性と能力を最大限に発揮できる組織風土
をつくることです。


